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Ⅰ 上水道事業会計 

 

●予算編成の考え方 

来たるべき人口減少社会や、給水収益の伸び悩み、水道施設の更新需要の増大等、近年、

大きく変化する経営環境の中、県営水道事業では中期経営計画(平成 28 年度～平成 32 年度）

に基づき、「いつでも、安全でおいしい水を安定して供給し、お客様が安心し、信頼を寄せる

水道」を基本理念に、３つの基本目標である、①「『強靭』な水道の構築」、②「『安全』な    

水の供給」、③「お客様からの『信頼』の確保」に、計画的に取り組んでいます。 

平成３１年度当初予算においても、中期経営計画の着実な実施のために必要となる予算に

ついて計上します。 

 

 

〔収益的収支〕 

○給水収益は、直近の収入状況や消費税率引上げの影響により、８億円増の６５５億円   

を見込んでいます。 

○委託料は、平成３３年１月からの第二期上下水道料金徴収一元化に向けた水道料金  

システムの改修のほか、労務単価の上昇などにより、１６億円増となります。 

○この結果、収益的収支の純利益は、前年度に比べて３２億円減の２９億円となります。 

   

 

 

〔資本的収支〕 

○建設事業費は、前年度に比べて２６億円増の５０１億円を計上します。 

・鋳鉄管更新工事は、中期経営計画に掲げた耐震化率の目標達成に向け、前年度に比べて

１３億円増の２０５億円を計上します。 

・ちば野菊の里浄水場（第２期）施設整備事業は、平成３５年度の稼働に向けて薬品   

沈でん池築造工事など６８億円、浄水場施設の覆蓋化は３４億円を計上します。 

・災害等による停電時に浄水処理や送配水が継続できるよう非常用自家発電設備の増強

を図るため、１億円を計上し、実施設計に着手します。 
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●当初予算（案）の規模等 

 

１ 予算規模 

 

 

 

２ 企業債残高の状況 

平成３１年度末の企業債残高は、前年度に比べ７９億２８百万円増加し、１，４５５億

３６百万円となる見込み。 
（単位：百万円）                      

30 年度末残高見込  
Ａ 

31 年度当初予算案 3１年度末残高見込 
Ａ＋D 借入額 Ｂ 償還額 Ｃ 差引 D＝B-C 

137,608 19,000 11,072 7,928 145,536 

 

 

 

 

 

 

 

 

31年度 30年度

当初予算案 当初予算額 増減額 比率

① ② （①－②）③ ③/②

81,298 81,283 15 0.0% 給水収益 65,500

給水申込納付金 3,827

長期前受金戻入 7,362

75,894 72,198 3,696 5.1% 人件費 5,702

減価償却費等 30,196

委託料 10,157

5,404 9,085 △ 3,681 △ 40.5%

△ 2,472 △ 2,932 460 △ 15.6%

2,932 6,153 △ 3,221 △ 52.4%

23,730 23,953 △ 223 △ 0.9% 企業債 19,000

国庫補助金 209

61,551 60,235 1,316 2.2% 建設事業費 50,144

企業債償還金 11,072

△ 37,821 △ 36,282 △ 1,539 4.2%

137,445 132,433 5,012 3.8%

※資本的収支における37,821百万円の不足額は、消費税資本的収支調整額、
　減債積立金及び損益勘定留保資金（減価償却費など）で補填します。

（税込み・単位：百万円）

区　　分

対前年度比較

備考

支出予算総額

消費税資本的
収支調整額等

純 利 益

資
本
的
収
支

資本的収入

資本的支出

収 支 差

収
益
的
収
支

収益的収入

収益的支出

収 支 差
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●重点事業 

 基本目標１ 「強靭」な水道の構築  

○鋳鉄管更新工事（小中口径管）    ２０５億円（H30 １９１億７９百万円） 

[債務負担行為 ８２億円（H30 ５４億円）]  

東日本大震災による管路破損等の教訓を踏まえ、湾岸埋立地域の管路の更新を優先的に

進めていきます。また、工事発注量の平準化を図るため、債務負担行為を増額します。 

    布設延長      ７７．１km（H30 ７５．５km） 

    ［うち湾岸埋立地域 ２６．２km（H30 ２５．９km）］ 

 

 

 

○第二木下～柏井導水管整備事業    ３億３６百万円（H30 １億２０百万円）  

[債務負担行為 １億３３百万円（皆増）]  

木下～柏井導水管（昭和 46年度布設）が更新時期を迎える前に、新たな導水管を整備して

安定給水を確保するため、平成３１年度は、実施設計等に着手します。 

 

 

 

○ちば野菊の里浄水場(第 2 期)施設整備事業 ６８億３０百万円（H30 ９３億６８百万円）  

[債務負担行為２０９億９百万円（H30 ３４億７７百万円）]  

老朽化した栗山浄水場の機能を、近接するちば野菊の里浄水場に移転し、併せて高度 

浄水処理機能を導入するため、平成３１年度は、薬品沈でん池築造工事や急速ろ過池機械

設備工事などを実施します。 

総事業費  約４４６億円（事業期間：平成２４年度～３４年度） 

稼働予定  平成３５年度 

 

 

 

○浄水施設の覆蓋化            ３４億円（H30 １１億１０百万円） 

テロ等違法行為による異物混入などのリスクに備えるため、平成３１年度は、柏井    

浄水場・北総浄水場の沈でん池などで覆蓋の設置工事を実施します。 

総事業費  ５６億６２百万円（事業期間：平成２８年度～３４年度） 
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○非常用自家発電設備の増強    １億２７百万円 

災害等による停電時に、浄水処理や送配水が継続できるよう、非常用自家発電設備の 

増強を図るため、ちば野菊の里浄水場（第 2 期）や柏井浄水場など５つの浄給水場で、

実施設計に着手します。 

 

 

○水源の安定化            １３億６３百万円（H30 ２０億６百万円） 

国から暫定的に割り当てられている水源への依存を解消し、安定した自己水源を確保 

するため、八ッ場ダム建設事業に引き続き参画していきます。 

 

 

  基本目標２ 「安全」な水の供給  

○高度浄水処理の拡充（再掲）      ６億６４百万円（H30 ２６億４５百万円） 

[債務負担行為 １１億円（H30 ３億４３百万円）] 

  水質が良好とはいえない原水に対応するため、高度浄水処理システムの導入を推進し、

より安全でおいしい水道水を供給していきます。 

 

 

○おいしい水づくりの推進        ２億７百万円（H30 ５億２８百万円） 

  お客様に安全でおいしい水をお届けするため、塩素濃度低減に向けた管路末端での 

残留塩素濃度の測定や、赤濁水等の発生防止を目的とした計画的な管内洗浄等を実施  

します。 

 

 基本目標３ お客様からの「信頼」の確保  

○第二期上下水道料金徴収一元化に伴う水道料金システムの改修 ５億５７百万円（皆増） 

                       [債務負担行為 ４億２百万円（皆増）] 

６市との間で、平成３３年１月から第二期上下水道料金徴収一元化を実施することで 

合意したため、水道料金システムを改修します。 

総事業費  約１０億円（事業期間 平成３１年度～３２年度）  

 

 

○「お客様の声」を生かした事業運営      ６１百万円（H30 ６２百万円） 

水道水への信頼と安心、事業への御理解・御協力をいただけるよう、「県水だより」の  

発行などを通じた広報活動と、インターネットモニターによりお客様の声を伺う広聴活動

を実施します。 
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31年度 30年度

当初予算案 当初予算額 増減額 比率

① ② （①－②）③ ③/②

13,727 13,585 142 1.0% 給水収益等 11,984

長期前受金戻入 1,545

13,081 13,112 △ 31 △ 0.2% 人件費 1,006

委託料 2,012

減価償却費 5,960

646 473 173 36.8%

△ 208 △ 164 △ 44 △27.2%

438 309 129 41.9%

3,695 4,175 △ 480 △ 11.5% 企業債 389

国庫補助金 218

出資金 3,000

7,092 7,501 △ 409 △ 5.4% 建設改良費 2,390

貯水施設費 1,103

企業債償還金 2,380

△ 3,397 △ 3,326 △ 71 2.2%

20,173 20,613 △ 440 △ 2.1%支 出 予 算 総 額

※資本的収支における3,397百万円の不足額は、消費税資本的収支調整額及び損益勘定留保
　 資金（減価償却費など）で補填します。

消費税資本的
収支調整額等

純 利 益

資
本
的
収
支

資本的収入

資本的支出

収 支 差

（税込み・単位：百万円）

区　　分

対前年度比較

備考

収
益
的
収
支

収益的収入

収益的支出

収 支 差

Ⅱ 工業用水道事業会計  

●予算編成の考え方 

創設から半世紀が経過した、本県の工業用水道事業は、施設の老朽化対策や大地震の発生に 

備えた耐震対策が急務となっていたため、引き続き工業用水を安定的に供給していくことを   

目的として、平成２８年３月に「千葉県工業用水道事業施設更新・耐震化長期計画」           

（平成３０年度～６９年度）を策定しました。 

   平成３１年度当初予算は、本計画の着実な実施に向け必要な予算を計上します。 

 

〔収益的収支〕 
○給水収益等は、新規契約６，１６０㎥/日等により、前年度に比べ１億８８百万円増 

 の１１９億８４百万円を見込んでいます。 

○この結果、純利益は、前年度に比べ１億２９百万円増の４億３８百万円となります。 

〔資本的収支〕 
○「施設更新・耐震化長期計画」で予定している事業の具体化を図る「中期経営計画」 

（平成３０年度～３４年度）に基づき、施設の老朽化対策及び耐震対策経費について、 

 ２３億９０百万円【債務負担 ３４億８６百万円】を計上します。 

 

●当初予算(案)の規模等 

１ 予算の規模 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 企業債残高の状況 

    平成３１年度末の企業債残高は、前年度に比べ１９億９１百万円減少し、２１３億７０百万円

となる見込み。 
30 年度末残高見込  

Ａ 
31 年度当初予算案 3１年度末残高見込 

Ａ＋D 借入額 Ｂ 償還額 Ｃ 差引 D＝B-C 
23,361 389 2,380 △1,991 2１,370 
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●重点事業 

 

○給水料金収入等の確保    １１９億８４百万円（H30 １１７億９６百万円） 

   ７地区で延べ２８４社に対し工業用水を供給します。 

 

 

○造成土地管理事業会計からの出資金の受け入れ  ３０億円（H30 ３０億円） 

「施設更新・耐震化長期計画」の着実な実施に向け、財務基盤の強化のため造成土地管理事業

会計から３０億円の出資を受け入れます。 

    ・受入総額 ３００億円 

    ・受入年額 平成２７年度～平成３６年度まで毎年３０億円 

     

 

○安定的な水源の確保     ６億２６百万円（H30 ８億９０百万円） 

    国から暫定的に割り当てられている水源への依存を解消し、安定した自己水源を確保する  

ため、八ッ場ダム建設事業に引き続き参画していきます。 

 

 

○施設更新・耐震化事業    ２３億９０百万円（H30 １４億９１百万円） 

             【債務負担行為３４億８６百万円（H30 ２億９０百万円）】 

持続可能な工業用水道事業の構築と安定的な工業用水の供給を目指して策定した        

「施設更新・耐震化長期計画」に基づき計画的に事業を実施します。 
 
   

（１）浄水場等施設更新事業  １３億６２百万円（H30 ８億５２百万円） 

【債務負担 ２１億４４百万円】 

     人見浄水場、袖ケ浦浄水場等に係る設備の更新を実施します。 

 

（２）管路・水管橋更新事業  １０億２８百万円（H30 ６億３９百万円） 

【債務負担 １３億４２百万円（H30 ２億９０百万円）】 

     老朽化したコンクリ－ト管等の管路及び水管橋の更新を実施します。 
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